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１ はじめに
日本の首都である大都市東京では、戦後復興期から現在にいたるまで、23 特別区を中心に、都市機能の
集積や人口の集中が進んできました。これに伴い、新たな道路やライフラインの整備による膨大な量の路
上工事を、効率良く実施していくことが必要不可欠となりました。このため、昭和 29 年には、都道管理
者と国道管理者が中心になり、路上工事の調整を目的とした「東京都道路工事調整協議会」（以下「協議会」
という）を発足させて、日本で初めての道路工事調整会議を開催しました。東京オリンピック以降の高度
経済成長期には、モータリゼーションの急激な進行と各種インフラの整備による路上工事の急増の両方に
ついて、同時進行していったことから、都内では激しい交通渋滞が発生し、大きな社会問題となりました。
協議会では、その対応策として、昭和 43 年に年末の渋滞緩和を目的とした年末工事抑制を開始しました。
その後、バブル期の昭和 63 年には、年度末の 3月についても工事を抑制するなど、全国に先がけて路上
工事対策に取組ました。

図 1　協議会説明
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2 東京23区における路上工事の特性について
東京都のなかでも都市機能が集中する 23 区部の都道・国道の路上工事については、次のような特性が
あげられます。
①　路上工事の密度が非常に高いこと
全国の幹線道路の平均と比較し、約 7倍の
密度で工事が行われている。
②　ライフライン工事の比率が高いこと
東京ではライフラインの道路下空間利用が
盛んに行われているため、占用企業工事の比
率が全体の 7割と高く、道路管理者工事は 3
割に過ぎない。（全国的には、占用工事：管
理者工事＝ 3：7と比率が逆転している）
③　地下埋設物件が非常に輻輳していること
幹線道路を中心に、ライフラインや地下鉄、高速道路などの大型埋設物件が輻輳していることが多い。
そのため、これらを避けながら施工するには、支障物件の切り回しなどの施工上の工夫や企業者間の調
整が必要になり、工事日数が増加する傾向がある。
④　路上工事のほとんどが夜間の施工
23 区部の幹線道路については交通量が非常に多いことから、「道路使用許可」では、渋滞回避のため

にほとんどが夜間の施工しか認められていない。
⑤　工事に対する沿道から要望が多いこと
繁華街などでは、沿道の商店街の強い要望により休日の日中しか施工できないなど、施工条件が道路
使用許可以上に厳しくなっている事例も多い。

3 協議会でのこれまでの取組
協議会では、これまで全国に先がけて、工事に伴う渋滞の緩和策として年末や年度末の工事抑制などに
取り組んできました。しかし、路上工事による交通渋滞などの問題については、あまり改善が見られませ
んでした。このため、路上工事状況について客観的に把握する目的で、全国に先がけて平成 4年度から
23 区の都道・国道における「路上工事件数」の調査を開始しました。また、平成 14 年度からは工事に伴
う「車線規制時間」についても調査を行い、その分析結果に基づいて、工事の調整や改善指導の働きかけ
を行ってきました。
さらに、平成 10 年度には、路上工事の縮減策を中心にすえた「第一次路上工事縮減五箇年計画」を策定し、

平成 15 年度には内容をよりレベルアップさせた「第二次路上工事縮減五箇年計画」を策定して、取組を
強化してきました。　

（1）「第一次路上工事縮減五箇年計画（平成 10～ 14 年度）」

平成 10 年度には、路上工事に伴う交通渋滞の緩和を重点に置き、23 区の都道・国道の「路上工事件
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図 2　路上工事時間の割合　国道・都道（23区）
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数」を縮減する取組を開始しました。これは平成 14 年度の工事件数を平成 4年度の 5割まで縮減させる
というもので、道路管理者と各占用企業者が一体となって取組を行いました。その結果、平成 4年度に約
16,500 件あった工事件数は、平成 14 年度には約 7,500 件にまで半減するなど、目標を達成することがで
きました。
しかしながら、工事に関する苦情等の状況から判断すると、道路利用者にとって、工事件数の縮減の効
果についてはあまり実感できていないような状態でした。

（2）「第二次路上工事縮減五箇年計画（平成 15～ 19 年度）」

平成 15 年度には「第二次縮減五箇年計画」を策定し、交通渋滞の緩和により効果的な「工事時間の縮減」
を中心とした取組を行うこととしました。これは、平成 19 年度までに 23 区部の都道・国道の路上工事に
伴う年間の車線規制総時間を、平成 14 年度比で 2割縮減することを目標としました。
協議会の各構成員が積極的に縮減に取り組んだ結果、平成 14 年度には年間約 105 万時間あった車線規
制総時間は、平成 19 年度には約 81 万時間（23.4％の縮減）まで減少し、目標を上回る成果を上げること
ができました。
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図 3　東京 23 区の国道・都道における路上工事に伴う車線規制総時間数の推移

4 現在の取組「第三次路上工事対策五箇年計画」（平成20年度～24年度）
これまでの取組の結果、工事時間の縮減などについて一定の成果を上げることができました。しかし、
23 区部では今後電線共同溝の重点整備計画があるなど、新たな工事需要の増加が見込まれるうえ、すで
に過去二度にわたる縮減を実施していることから、これまでの縮減中心の取組施策だけでは限界に近づい
ているような状況でした。一方、道路利用者等に対するアンケート調査によると「交通渋滞」の不満だけ
でなく、「現場のマナー」や「工事に関する情報不足」などの改善を求める声も、引き続き多くよせられ
ていました。
こうしたことから、これまで達成した工事縮減などの成果を引き続き定着させていくとともに、渋滞以
外の不満などに対しても、従来にもまして対策を講じて、解消に努めていくこととしました。
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また、これまでは 23 区部を施策対象の中心としていましたが、今後は、多摩地域についても対象を拡
大し、その地域特性や占用企業者の実態等に即した路上工事対策を講じていくこととしました。

①　計画期間　　　　　 　平成 20 ～ 24 年度
②　計画区域　　　　　　 23 区部及び多摩地域
③　対象道路　　　　　　 東京都内の一般国道及び都道
④　対象工事　　　　　　 車線規制を伴う路上工事
⑤　23 区部の路上工事縮減の数値目標

23 区部においては、引き続き、路上工事の年間規制総時間を、平成 19 年度の実績値である 80
万 6 千時間以下とする。　⇒　H20 年度達成済、H21 年度達成見込（集計中）

（多摩地域においてはこれまで路上工事時間等の計測を行っていなかったが、現在データを収集中。
将来的には多摩地域の施策内容に反映させていく。）

5 現在実施している具体的な取組

（1） 道路工事調整会議の充実による調整の徹底化

先に述べたように、東京では、路上工事の密度が非常に高いことに加えて、埋設物件の輻輳や工事実施
時間の制限などの悪条件が重なり、路上工事の施工は他の地域と比べて非常に難しい状況にあります。施
工場所によっては、複数の工事が順番待ちをしているような事例も少なくありません。
このような状況にあるため、事前の道路工事調整を的確に行うことが、対策として非常に重要な要素に
なってきます。このため、道調会議では、交錯する複数の工事予定時期などを正確に把握して調整を行う
とともに、道路交通への影響が低減するように工事方法の工夫などについても、指導を行っていくことが
必要となります。

ア　工事時期等について細やかな調整の実施

区部都道・国道における道路工事調整会議については、隔月開催（年 6回）という高い頻度で開催して
います。会議では、管理者工事及び占用企業者工事の施工予定内容等についての情報を各関係者間で共有
するとともに、各工事の施工時期、時間帯及び工事の順番などについて細やかな調整を実施しています。
また、数年後に着手が予定されている大規模工事については、年 1回開催する長期道路工事調整会議で
情報を共有し、各占用企業者の今後の計画に反映させて、効率良く施工するように指導を行っているとこ
ろです。

イ　非開削工法等の促進

協議会では、工事による道路交通への影響をできる限り低減していくために、シールド工法、内面被覆
工法、推進工法などの非開削工法の積極的な採用を、各占用企業者に対して働きかけています。その具体
的な推進策として、個別の工事について道路管理者による事前のチェックシート審査を行い、指導を強化
しているところです。
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ウ　共同施工の促進

掘削箇所が重複する工事において、共同施工を行うことができれば、工事日数が縮減し交通への影響も
少なくなります。協議会では、複数の事業者による共同施工が可能かどうかについて、同様にチェックシー
トによる事前審査を行い指導しています。
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水道管水道管
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ガス管

掘削後 水道管敷設

第一次埋め戻し ガス管敷設
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埋め戻し完了

図 4　共同施工のイメージ

エ　電線共同溝・共同溝等の整備促進

長期的な観点で道路の掘り返し工事を縮減するため、現在 23 区部を中心に、電線共同溝及び共同溝等
の整備を促進しているところです。特に都道では、環状 6号線と荒川で囲まれる都心の中核部であるセン
ターコアエリア内において、今後 10 年間で電線共同溝の設置を重点的に促進することになっています。

（2） 工事の縮減と平準化

これまでの工事縮減の成果の定着を図るとともに、工事の年間平準化の促進強化についても、現在取り
組んでいるところです。

ア　工事の抑制

○　年末・年始の工事抑制
協議会では、昭和 43 年から、物流の増加する 12 月後半の時期について年末の工事抑制を行っていま
す。さらに、平成 21 年度からは、年始についても工事抑制を実施し、取組を強化しています。
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図 5　東京 23 区の国道・都道における路上工事に伴う車線規制時間（月別）
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○　年度末の工事抑制
これまでマスコミなどからは、「年度末は予算消化を目的とした道路の工事が多い」との批判が出て
います。協議会では、昭和 63 年から、年度末（3月）の工事抑制を実施しており、図 5のように、最
近の 3月の路上工事は、年間の中で最も工事時間が減少するまで改善が進んでいます。
さらに、平成 21 年度からは、区部に加えて多摩地域の重要路線についても、年度末抑制を拡大実施し、
取組の強化を行っているところです。

○　春の行楽期及び旧盆期の工事抑制
ゴールデンウイーク及び旧盆期などの行楽期については、渋滞対策の一環として、著しく渋滞が予想
される路線及び区間で、工事の抑制を実施しています。なお、実施期間や路線等は、警視庁と協議して
決定しています。

イ　工事の平準化の促進

年度末工事抑制に取り組んだ結果、3月については工事時間数が大幅に減少しましたが、年間で通して
みると、2月など年度の後半になお工事が集中している傾向が見られます。
このため、協議会では、占用企業者に対して、さらに計画的に年度前半への着工にシフトするように協
力要請を行っています。また、道路管理者については、単年度予算主義という予算制度上の大きな制約が
ありますが、管理者工事の分散化・平準化をすすめるために、今後は債務負担工事などの工夫により、単
年度執行から多年度執行へのシフトを図っていくことが必要です。
東京都では、管理者工事の発注時期を年間で平準化していくために、平成 23 年度工事から「ゼロ都債」

の枠を 2倍に拡大していくなど、「予算消化のための年度末工事」という批判の払拭に取り組んでいるとこ
ろです。

（3） 路上工事の質の向上

道路利用者の工事に対する不満は、単なる工事渋滞だけでなく、工事のやり方や現場でのマナーの問題
など多岐にわたっており、現場での工事の質の向上・改善が求められています。

ア　工事関係者のマナー等の向上

協議会では、路上工事現場におけるマナーや誘
導方法の向上を目的に、平成 17 年度から工事関
係者を対象とした講習会を開催するなど、路上工
事対策に関する工事関係者の意識高揚を図る取組
を行っています。
平成 21 年度には「路上工事現場におけるコミュ
ニケーションとマナー向上」と題するマナー講習
会を開催しました。400 名を超える工事関係者の
参加があり、74％の方がアンケートで「受講によ
り改善意識が向上した」と回答するなど講習の成
果があがっています。 写真 1　平成 20 年度　マナー講習会の様子
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イ　工事時間の弾力的な対応

路上工事においては、同じ路線や場所であっても、曜日や天候により交通状況は大きく異なる場合があ
ります。このような場所での工事施工については、道路使用許可の範囲内で弾力的に工夫するように指導
を進めています。繁華街の工事では、渋滞が見込まれる金曜日や雨天の日などについては、夜間工事の開
始時間を遅らせるなどの対応をとっている事例も多くあります。

図 6　工事施工上の工夫

ウ　合同パトロールの実施

都道・国道管理者、交通管理者及び各占用企業者による夜間の合同パトロールを実施しています。路上
工事対策の実施状況について合同で現地確認することで、実施内容の問題点の洗い出しを行い、今後の施
策改善に反映させています。

（4）道路利用者へのPR

ア　インターネットによる情報提供

インターネットに路上工事情報を掲載し、道路利用者に対する情報提供を行っています。なお、都道の
工事情報については 2ヶ月に一度の更新になっているので、国道なみにリアルタイムでの更新ができるよ
うに現在検討を進めているところです。

イ　路上工事対策に関する広報

路上工事の縮減・改善などに関して、記者発表やチラシ配布などにより、機会あるごとに PRに努めて
います。しかし、残念ながら道路利用者には実施している工事対策の内容があまり知られていないことや、
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工事に対する誤解なども見受けられることから、今後は各種の広報媒体をさらに活用して、積極的に一般
の方々への周知と理解促進を図っていきます。

（5）「行動計画」の策定

「行動計画」は、「第三次路上工事対策五箇年計画」の実効性を高め、その具体的な行動内容を明確にす
ることを目的とした実施計画で、平成 21 年度には 23 区部についての計画策定を行いました。
この行動計画では、国道管理者が中心となり、道路利用者の視点から「路上工事の改善」をはじめとす
る九つの具体的施策に取り組んでいくこととしました。まずその第一歩として、23 区内の統一形式によ
る「工事周知ビラ作成のノウハウ集」を作って工事関係者に配布するなど、従来よりも踏み込んだ取組を
開始しました。
また、道路利用者の不満を解消していくには、道路管理者ごとの対応だけでは限界があります。このた
め、今回の行動計画策定を契機に、23 区の各区道管理者に対しても、路上工事対策の連携と協力につい
ての働きかけを開始したところです。

                         
 
 

水道管の取替え工事のお知らせ 
 
◆はじめに 

 
日々、水道工事にご理解・ご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。 
古くなった水道管を取替えるための工事の実施について、お知らせ致します。 
工事に当たっては、ご迷惑を最小限にとどめるよう細心の注意を払って行いますが、工事の際に発生する騒

音や振動等、道路の掘り返し等による通行規制などでご迷惑をお掛けする場合も御座いますので、何卒、ご理

解、ご協力を賜ります様お願い致します。 
なお、ご家族の皆様にも、本工事ついてお伝え下さいます様お願い致します。 
 

◆工事の場所と日時について 
   
工 事 場 所： ○○区○○○丁目○番地先～○○○○○丁目○番地先 

（ 区道 △△△号 □□□□通り ） 

工 事 期 間： 平成２２年 ４月１９日（月） ～ 平成２２年 ４月２３日（金） 

作 業 時 間： ＜昼間作業＞ ９：００～１７：００ 
 

◆工事による影響などについて 
 

 工事期間中、以下の作業期間に「通行止め」を実施致します。 
 ご不便をお掛けしますが、ご協力のほど、宜しくお願い致します。 

 
 通行止め規制実施日：平成２２年４月２０日（火）と平成２２年４月２２日（木） ２日間 
 規 制 実 施 時 間 帯：１０：００～１７：００ 

 
 影響内容：車両の通行は行えません。 
      歩行者・自転車は通常通り通行ができます。なお、一部通路が狭くなりますので、ご注意下さい。 
 
 
 
 

 
◆連絡先・お問合せ先 

 
工事についてのご不明な点、お気づきの点やお問い合わせなどが御座いましたら、ご連絡頂きます様お願

い致します。 
企業者： ●●●●（株） ●●支店      担当 東京一郎 

電話番号 ０３－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ 
施工者： ○○○○建設（株） ○○○支店   担当 工事太郎 

電話番号 ０３－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ 
 

 
◆工事箇所・迂回路の案内 

 
  区道▲▲▲号 ○○区○○１丁目１番地先～ ○○区○○１丁目１番地先間は、通行止めになります。 
○○丁目方向から都道４２０号（26 号線通り）方面への通行は、区道○○○号（栄通り）、区道○○○号（八

幡通り）方向へ迂回をお願い致します。 
 
                    で囲む範囲が工事箇所 
                    で示すルートが迂回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝＝＝＜＜＜ 裏面もお読み下さい ＞＞＞＝＝＝ 

 

18 19 20 21 22 23 24 
日 月 火 水 木 金 土 

2010  ４  APRIL 

交通規制日 

工事期間 

工事箇所：○○区○○１丁目１番地先～

○○区○○１丁目１番地先

路上工事による通行止め
迂回路案内

一
方
通
行

五差路交差点 区道▲▲▲ 号 は通行止め

区道○○○号（栄通り）、区道○○○号（八幡通り）方向へ迂回

都道420号
（26号線通り）

表 面

図 7　工事周知のビラの見本（表面）
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◆工事の目的や効果などについて 
 
  本工事で、おいしい水をお届けします！ 

  より安全でおいしいお水を、都民の皆様のお宅までお届けするため、古くなった水道施設を新しい施設へ

変更する工事を実施致します。 
（安全でおいしい水プロジェクト：東京都水道局） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆工事に対する工夫・改善について 
 

工事の騒音対策に取り組み、皆様への影響について低減に努めます！ 

この工事では道路を掘り返す作業が必要となり、道路の下に埋まっている水道施設などのコンクリート物

を壊す音等が発生し、ご迷惑をお掛けする場合もございます。 
  皆様への影響を少しでも低減させる工夫として、防音シートを活用し騒音等の低減を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★東京都道路工事調整協議会からのお知らせ★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏 面

図 7　工事周知のビラの見本（裏面）

6 おわりに
以上、東京都道路工事調整協議会が実施している路上工事対策の概要について、ご紹介させていただき
ました。路上工事の実施については、日々の都市活動や都民生活を支える道路や各種ライフラインの整備・
維持管理を行ううえで、避けて通ることはできません。このため、必要な工事は着実に推進することを前
提としつつ、道路利用者の不満が少しでも解消できるように、これまで以上に工事の抑制や縮減・平準化
との調和を図り、道路管理者、交通管理者及び各占用企業者が一体になって、路上工事対策に邁進してい
きたいと考えています。
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